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「見えない者が見えるように」

旧約 列王記下６章１５～１７節

新約 ヨハネによる福音書９章３５～４１節

１．はじめに

ヨハネによる福音書を共々に読み進めています。ヨハネによる福音書９章の始めに、生まれつき

目の見えない人がイエス様によって見えるようにしていただいたという奇跡が記されています。こ

れはヨハネによる福音書に記されている７つの奇跡の６番目のものです。この後の７番目は、１１

章に記されているラザロの復活という奇跡です。ヨハネによる福音書はこの７つの奇跡を「しるし」

と呼んでいます。これらの奇跡は、イエス様が誰であるかが明らかにされるための「しるし」とし

てヨハネによる福音書は記しています。今朝与えられております御言葉は、この出来事の結末と言

いますか結論が記されています。目を見えるようにしていただいた人は、ファリサイ派の人達に向

かって自分に何が起きたのかを正直に告げ、更に１７節で「あの方は預言者です」と告げ、３３節

では「9:33 あの方が神のもとから来られたのでなければ、何もおできにならなかったはずです。」

とまで言います。その結果、彼は「外に追い出され」てしまいました。２２節に「ユダヤ人たちは

既に、イエスをメシアであると公に言い表す者がいれば、会堂から追放すると決めていた」とあり

ますから、これは単にその場から追い出されたというだけではなく、会堂を中心としたユダヤ人社

会から追い出された。村八分のような目に遭うことになったということをも意味していると考えて

良いでしょう。

２．イエス様に見いだされ

今朝与えられている御言葉は３５節「イエスは彼が外に追い出されたことをお聞きになった。そ

して彼に出会うと」と始まります。これは、イエス様がこの目を見えるようにした人とたまたま、

偶然に出くわしたということではありません。この「出会う」という言葉は、「見る」「見出す」更

には「探し出す」という言葉でもありす。つまり、イエス様がこの人を探して、見つけたというこ

とです。どうしてイエス様はこの人を見つけようとしたのでしょうか。理由ははっきりしています。

イエス様は確かにこの人の目を見えるようにされましたけれど、それではまだイエス様がこの人に

対して為すべきことが終わっていなかったからです。それは、イエス様に対しての信仰が明らかに

されていなかったからです。これをはっきりさせなければ、この人を根本から救うことにはならな

かったからです。神様によって愛された者として、新しい命に生きることにならなかったからです。
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これを信じたら、自分の病気や自分の愛する者の病気が治る。そのように宗教を勧められること

があると聞きます。しかし、聖書が告げている救い、私共の神様が与える救いは、その程度のもの

ではありません。このような奇跡的な癒しを否定するつもりはありません。私共も神様による奇跡

的な癒やしがあることを信じていますし、その為に祈りもします。しかし、いくら病気が治っても、

それで本当に救われたことになるのでしょうか？それは誰もが求めることではありますけれど、死

ぬ時期が少々遅くはなるのでしょうが、それだけのことです。イエス様はそのために来られたので

はありません。イエス様は全き救い、新しい命、永遠の命、神様と共にある命を与えるために来ら

れました。見えない目を見えるようにしただけでは、イエス様の御業は終わっていません。

ですから、イエス様はこの人を見つけると「あなたは人の子を信じるか」と問われたのです。こ

こでの「人の子」とは、メシア、キリストを意味していると考えて良いでしょう。そもそもこの出

来事は、９章の１節にある「イエスは通りすがりに、生まれつき目の見えない人を見かけられた。」

から始まっています。この「見かけられた」というのも、「たまたま、ちらっと目を向けて見た」

ということではなくて、はっきり「見た」という言葉です。つまり、イエス様がこの生まれつき目

の見えない人を見て、そしてこの人が目を見えるようにしていただいて後、再びイエス様がこの人

を見出して、イエス様との関係が結ばれていくわけです。イエス様の救いの御業は、この目の見え

なかった人から始まったのではなくて、イエス様がこの人を見たところから始まりました。これが

大切です。イエス様の救いというものは、イエス様の方から始まります。イエス様の眼差しから始

まります。私共が救いを求め続けて、やっとイエス様にたどり着いたということではありません。

私共がイエス様を選んだのでもありません。イエス様から始まります。だから、イエス様による救

いは確かであり、徹底的であり、救われるかどうか分からないといった曖昧な所はありません。問

題を抱えた私共の全てをイエス様は知っておられ、その憐れみの眼差しの中に私共を置いてくださ

り、私共を救いへと導いてくださいました。だから、今朝もここに私共は集っているわけです。

３．主よ、信じます

さて、イエス様はこの男の人に「あなたは人の子を信じるか」（35 節）と問われました。イエス

様が言われた「人の子」とは、この場合メシア、キリストを意味していると読んで良い。つまり、

イエス様はメシア、キリストを信じるかとこの人に問われたわけです。この人は、自分の目を見え

るようにしてくれた方がその方に違いないと思っています。しかし、目の前の人がその人だとは知

りません。何故なら、この人は自分の目が見えるようになってからイエス様を目にしたことはなか

ったからです。でも、イエス様は知っています。この人は答えます。「主よ、その方はどんな人で

すか。その方を信じたいのですが。」（36節）この問いにイエス様ははっきりこう告げられました。

「あなたは、もうその人を見ている。あなたと話しているのが、その人だ。」（37 節）イエス様は
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「人の子」という言い方をして、自分がメシアである、キリストであるとは言われていません。し

かし、内容ははっきりと「自分がメシア、キリストである」と告げておられます。そして、この男

の人はイエス様に向かって「『主よ、信じます』と言って、ひざまず」（38 節）いたわけです。「ひ

ざまづく」という言葉は、「ひれ伏して拝む」ということを意味します。つまり、この男の人はイ

エス様を「主と信じます」と信仰を告白し、そしてイエス様を拝みました。イエス様は、この男の

人をここまで導かなければなりませんでした。何故なら、「イエス様を主と信じ、拝む」ここに至

って、この人は完全に救われるからです。逆に言えば、ここに至らなければこの人は救われないか

らです。

何度も申しますが、「見えなかった目が見えるようになる」だけならば、「救われる」ということ

にはなりません。それなら、元々目が見えている人は「救われている」ということになりましょう。

しかし、イエス様はそのようには理解していませんでしたし、そのために来られたのではありませ

んでした。それで良いなら、イエス様はちょっと力のある霊能力者ということになりましょう。し

かし、イエス様は「まことの神であり、まことの人」として来られました。そのイエス様が、どう

して十字架にお架かりになる必要があったでしょう。イエス様が私共に与える救いとは、肉体の目

が見えるようになるといった程度のことではないからです。イエス様が与えてくださる救いとは、

「罪の赦し、体のよみがえり、永遠の命」に与ることだからです。神様の子としていただくことだ

からです。

４．見えない者が見えるように

私共はイエス様に「救われる」ことによって、天地を造られた神様との親しい交わり、愛の交わ

りに生きる者となりました。神様に愛されていることを知り、神様の御手の中に生かされているこ

とを感謝をもって知る者となりました。そして、肉体の命を超えた神様の命、イエス様の復活の命

に結ばれて一つとされました。この新しい命は、肉眼で見て「ここにある」「あそこにある」と言

えるようなものではありません。しかし、確かにあります。この目が見えるようにしていただいた

人は、この神様の御手の中に自分が生かされていることをこの時はっきり知らされました。

それまこの人は生まれたときから文字通り闇の中に生きていました。明日へと生きていく力、将

来への希望もなかったかもしれません。心から神様を誉め讃えることも出来なかったかもしれませ

ん。神様に造られた者としての誇りも持てなかったかもしれません。一日一日を喜んで生きること

など、考えたこともなかったでしょう。しかし、イエス様によって目が見えるようにしていただい

て、全てが変わりました。自分を囲む世界が全く変わりました。神様は私を見捨ててなんていない、

神様は確かにおられる、生きて働いておられる、私を愛してくださっていることを知りました。肉

体の目が開かれただけではなくて、信仰の眼差し、神様への愛の眼差しを開かれました。見えるも
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のだけが全て出ないことを知りました。見えないものに対しても明日に向かって生きていく力と希

望も与えられました。彼は肉体の目が見えるようになっただけではなくて、このような霊の目、信

仰の目、神様・イエス様への目が開かれました。これこそ、イエス様がこの人に与えたかったもの

でした。この救いに与るのに必要なのは、イエス様に対しての信仰だけです。他に何も要りません。

しかも、その信仰だって「自分で手に入れる」ものではなく、イエス様が自分に眼差しを向け、出

来事を起こし、与えてくださるものです。ですから、「まことにありがたい」「感謝です」「ありが

とうございます」としか言いようがありません。

５．見える者は見えないように

では、ハァリサイ派の人達はどうだったでしょうか？彼らは肉体の目も霊の目も信仰の目も神様

を見上げる目も、全て開いていると自負していてました。自分たちは全てを知っていると思ってい

ました。しかし、本当はどうだったでしょうか？イエス様は「見えない者は見えるようになり、見

える者は見えないようになる。」（39 節）と語られました。彼らはユダヤ教の指導者達ですから、

イエス様の言われることが分かりました。そして、自分たちを肉体の目では見えているけれども、

霊の目・信仰の目は塞がれており、実は何も見えていないとイエス様が言われたと正しく聞き取っ

たりました。しかし、それを認めることなど決して出来ませんでした。そして、ファリサイ派の人

達は自分たちは見えていると思っているが、大切な事、神様の御心については何も見えないように

なるというのか。何ということを言うのか。とんでもないことだ。そう激高したことでしょう。そ

して「我々も見えないということか」（40 節）とイエス様に告げたのです。ここにはファリサイ派

の人達の我々こそ正しい者であり、お前に何が分かるのか、といった自分たちの信仰や神様に対し

ての理解を少しも疑おうとしない、自信が溢れています。

これに対してのイエス様の言葉は厳しいものでした。41 節「見えなかったのであれば、罪はな

かったであろう。しかし、今、『見える』とあなたたちは言っている。だから、あなたたちの罪は

残る。」「見えなかったのならば」というのは、イエス様に目を見えるようにされた人と重ねてイエ

ス様は語っています。実際に目が見えなかった人は、「自分は目が見えない」ということを自覚し

ていました。実際に見えないのですから、当たり前のことです。しかし、ファリサイ派の人達は自

分たちは「見える」と思っている。ですから、当然見えるようになりたいとも思ってもいないわけ

です。自分たちは「見える」というのは、肉体の目が開いているというだけではなく、自分たちは

神様を知っているし、御心も知っているし、律法も知っているし、神様に愛されていることも、自

分たちが特別な存在であることも知っている。だから、ユダヤ人達を指導し、導いているわけです。

イエス様は、「その自信こそが問題だ」と言われているわけです。この「自分は正しい、知ってい

る、分かっている」という自信が、神様の御前で「ただ悔い改める者」として立たせることを邪魔
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しているからです。詩篇 51編 19編に「神の求めるいけにえは打ち砕かれた霊。打ち砕かれ悔いる

心を／神よ、あなたは侮られません。」」とありますように、神様は罪人である私共が自らの罪を悔

い、神様の御前に赦しを求める者として立つことを求めておられます。しかし、自分が正しい者と

して神様に立つとき、神様の赦しを求めることはありません。「だから、あなたたちの罪は残る。」

（41節）とイエス様は告げられたわけです。

６．裁くために

ここで、イエス様が「わたしがこの世に来たのは、裁くためである。」（39 節）と告げられたこ

とはどういうことなのか、思いを巡らす必要があります。イエス様が来られたのは「裁く」ためで

はなく、「救う」ためではないのか？そう思われる方も多いでしょう。確かにイエス様は「 3:16 神

は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。独り子を信じる者が一人も滅びないで、

永遠の命を得るためである。 3:17 神が御子を世に遣わされたのは、世を裁くためではなく、御子

によって世が救われるためである。」（ヨハネによる福音書 3:16.17）とも告げられています。こう

なると、いよいよイエス様が来られたのは「裁くため」なのか「救うため」なのか分からなくなっ

でしょう。ここの文脈で読めば、明らかにイエス様はファリサイ派の人達を裁くために来たと読め

ます。しかし、本当にそうでしょうか？そもそも「裁く」という言葉、「分ける」という意味の言

葉です。つまり、「わたしがこの世に来たのは、裁くためである。」というイエス様の言葉は、イエ

ス様によってまことの救いがやってくる。そのことによって、必然的にその救いに与る者と与らな

い者が「分けられて」しまう。そこで「裁き」が起きる訳です。こう言っても良いでしょう。「救

い」がもたらされるとき、必然的に「救いに与らない者」が生じ、そこに裁きが起きるわけですか

ら、「救い」「裁き」はコインのの裏と表のような関係にあるということです。イエス様が来られこ

とによって、明確に救いに与る者が生まれる。この場合は、救いに与ったのはイエス様をキリスト

と信じ、わが主として拝んだ目を見えるようにしていただいた人です。そうすると、イエス様を信

じることなく、これを拝もうとしない人は裁かれるということになってしまいます。

しかし、この裁きは「目が見えるようになった人とファリサイ派の人達の間で起きた」裁きです。

しかし、これはただ一度、絶対的な、決して変わることのない永遠の裁きが下されたということで

はありません。イエス様は裁くために来られたのではなく、救うために来られました。これは確か

なことです。ですから、「見える」と言い張るのではなく、ただ神様の御前に赦しを求める者とし

て立つならば、必ずイエス様の憐れみによって救いに与ることになります。この時のファリサイ派

の人達にもその道は開かれていました。この道が閉ざされている人なんていません。なぜなら、神

様もイエス様もそうなることを望んでおられるからです。これがイエス様の十字架によって示され

た、神様の永遠の御心だからです。ですから、私共は「正しいのは神様だけ」、「私は罪赦されなけ
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ればならない罪人」この二つを、しっかり心に刻んで神様の御前に立ち続けるということです。こ

の二つを忘れてしまえば、私共はすぐにこの時のファリサイ派の人達と同じになってしまいます。

７．罪人である私のために

私共はこの「目が見えなかった人が見えるようになった」出来事を読みますと、この「目を見え

るようにしていただいた人」と自分を重ねます。それも正しい聖書の読み方です。しかし、もう一

つの読み方があります。それはファリサイ派の人達の姿に自分を重ねるという読み方です。私共は

単純に「目が見えるようにしていただいた人」なのだろうか？イエス様の御業を邪魔してはいない

だろうか？自分は真面目なキリスト者としてファリサイ派の人達のように、福音を知らない人々を

救われない人として見下していないかということです。私共は「目を見えるようにしていただいた

人」と同じように、イエス様の憐れみの眼差しの中で救いへと導いていただきました。しかし、救

われた者として正しい者となったわけではありません。これを勘違いしてはいけません。また、そ

のように勘違いしやすい者であることを忘れてはなりません。

今朝、皆さんはここに集いました。父・子・聖霊なるただ独りの神様の御前にひれ伏し、拝むた

めです。御名を心から賛美するためです。これこそ、イエス様の救いに与った者にとって無くては

ならない恵みの時です。私共は、すぐに「自分は正しい」というところに立ってしまいます。神様

なんて関係ない、自分の力でやっていこうというところで生き始めてしまいます。私共が罪人であ

るとは、そういうことです。私共は「罪赦された罪人」でしかありません。ですから、私共は悔い

改め続け、赦され続け、新しくされ続けていきます。それは神様・イエス様との愛の交わりの中に

生き続けると言い換えても同じです。神様は私共の罪の頑固さ、しぶとさ、傲慢さをよくよくご存

じでしたから、十戒の第 4 の戒めで「安息日を心に留め、これを聖別せよ」と教えてくださった訳

です。まことにありがたいことです。神さまの戒めを愛の言葉として聞き、喜んで従っていきたい

と願います。

お祈りいたします。

恵みと慈愛に富たもう、全能の父なる神様。

あなた様は今朝も聖書の言葉を通して、私共の罪とあなた様の救いの恵みを明らかにしてくださ

いました。正しいお方はただあなた様だけですから、私共が悔い改めの心をもって、あなた様の赦

しを願い求める者として御前立つ続けることが出来ますように。どうかあなた様の赦しのみ言葉を

与え、いつも私共の唇にあなた様への賛美と感謝で満たしてください。あなた様の憐れみの眼差し

の中で、あなた様と共に生きる者であらしめてください。

この祈りを私共の救い主、主イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン


